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地京都の宣伝ポスタｰで,こちらもパンフレットを置い

て,いつも関係者がはりつき,積極的に見学者に声をか

けていた｡また,次回の京都会議への希望のアンケｰト

を配り,回収していた｡

この一角は,日本人参加者のたまり場にもたり,次回

の京都会議への意欲を高める役割りも果したのではたい

かと思われる｡

このように各国それぞれ工夫をこらして展示し,1人

だいし2人あるいはそれ以上の人がはりついていたが,

訪ねる人に笑顔で積極的に対処している所では,話もは

ずみ,お土産の印刷物もさぱげていた｡展示会場の入り

口の一角は,ポスタｰセッションの会場にたり,展示会

場ともども,終始各国の人達で賜わっていた｡

展示は,各国がたりお金をかけた立派なものであった

が,おそらくすべて専門家によるものと思われる｡次回

は日本であるが,かたりのスペｰスをとって日本の地質

を解説し,その調査研究活動を紹介することが要請され

るものと思われる｡今から地質調査所はじめ各機関でそ

の事業を考えておいた方が良いと思われる｡

wテクトニクス分野の研究動向

加藤磧一･木村克己(地質部)

HirokazuKAToKatsu㎜iKIMURA

IGC第28回総会開会式では,国際協調の一層の必要性

や災害･環境問題に対する地質学のさらたる貢献が求め

られたが,プログラム全体から分野別に各セッションを

みるとテクトニクス･資源関係が著しく多く,この傾向

は次回の第29回総会にも続くと思われる｡テクトニクス

関係は･プレｰトテクトニクスに基づくものが大部分で

interp1ateとintrap1ateのテクトニクスに大別して各

セッションが組まれているようだ印象を受けた｡しか

し,各セッションの中身は必ずしも統一されておらず,

雑然と組まれたものもある｡いわゆる小構造の解析や変

形構造のメカニクスといった日本の構造地質学で比較的

興味をもたれている分野の講演は少なかった｡会議の性

格上,いわゆる大構造論的た議論が豊富た地球物理学デ

ｰタを駆使して論じられる場合が多い｡新奇たテｰマと

しては惑星のテクトニクスが注目される｡

自明のことではあるが,コンビｰナｰの熱意と力量が

セッションの成功に決定的な影響を与える｡しかし,あ

る程度はやむをえたいこととはいえ,キャンセルの多さ

や突然の時間の変更には閉口した｡また,セッション間

の連絡は難しいせいもあろうが,共通Lたテｰマはたる

べく上手く案配してもらいたいものである｡例えば近年

関心を集めているpu11-apartbasinについても各セッ

ションにぱらぼらに入っておりまとまりが良くたい｡第

29回総会ではinterdicip1inaryたセッションを強調しよ

うとしているのでこうした点をとくに留意してもらいた

い｡

また･以下にr地域地質｣としてあげたセッションが
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第29回総会プログラムではあまり考慮されていたいよう

に感ずるがどうたのか｡島弧に焦点を絞るのはよいとし

ても,やはり国際地質学会であり,世界中から参加する

のだからこうした各論的た分野もかかせたいと思う｡日

本側のコソビｰナｰの人選は頭が痛い問題ではあるが｡

次に筆者らの好みと独断で,第28回総会におけるテク

トニクス関係のセッションを選んで仕分けし,若干の感

想を付した｡ただし,筆者らはすべてのセッションに出

席したわげではたいことをおことわりしておく｡

(且)一般

セッション名としては,まったく魅力の感じられない

名前ではあるが,こうした包括的たセッションも運営上

は必要ではある｡

(乱)TectonicsandStructure

ポスタｰセッションで,南メキシコの古地磁気･太平

洋地域の古地理･安定大陸の地震などについて呈示して

ある｡

������

山脈･摺曲帯･造山帯の構造を示し,さらにモデル化

･理論的解析結果を呈示したものである｡

(2)地域地質

必ずしも厳密た区分ではたいが,主要た大陸や海域別

に地質のみたらず地物･地化学デｰタを取り扱ってその�
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テクトニクスを論じている｡

(勧)TectonicsoftheHi㎜alayanRegion

I.地震･地磁気･構造･変成･重力･地球化学的デｰ

タによる各地の構造やテクトニクスを論じている｡

]I･FT年代による北西ヒマラヤの構造発達史･カラコ

ルム断層に伴うpu1Lapartbasin･チベット地域のテ

クトニクス他｡

皿.チベット･中国･パキスタン地域などの地史やテク

トニクス｡

(b)Terranesinαrcum-At工anticOrogens

I｡ヨｰロッバ各地のテレｰンと付加過程｡

】I･Iberia地域やアフリカ地域のテレｰンと付加過程｡

]]I･アパラチア･イギリス･北大西洋だとのテレｰンテ

クトニクス｡

(o)TectonicsofCircu㎜一PaciicContinenta1Mar-

��

I.各地域のarc-trenchaccretionやtectonicero-

SiOnについて｡

皿･環太平洋地域を中心としたダイナミクス｡地物･地

化･地質なんでもありのセッション｡

皿･NewHebrides･東南アジア地域の海洋･島弧構造

発達史｡

W･西太平洋･べ一リング海･極東･日本のsubduc･

瑩潮�漱��潮���瑩潮�

��散瑯��牡浥��潦�牴桁浥物�

ポスタｰセッションで,カナディアンコルディレラ･

アパラチア･北米･カナダ･カリブ･メキシコなどの各

地域のTectonicFrameworkやその歴史を示した展示｡

���慴�牡����漱畴楯湯晴�����

���

I･は,ポスタｰセッツヨ:/で,ネパｰル･ヒマラヤの

レビュｰ･テｰチス北縁都の古地理･新生代の西太平洋

地域のパレオシオダイナミクス的再解釈などが示され

た｡

r本地域(トルコ･ヒマラヤ)の古生代一中生代を中心

としたテｰチスとネオ･テｰチスの地質のプレｰトテク

トニクス的再解釈が論じられた｡

I1I.北アフリカ･イタリア等を中心とした中生代のテｰ

チスベｰスンのテクトニクスを論じた｡

皿アフリカ･中近東･ソ連地域のテｰチス構造発達史

について論じた｡

���楢�慮������捴潮楣�

I.aCCretiOn地域の堆積物や泥ダイアピル･各種のプ

レｰト境界での構造発達史や火山活動｡

]I.キュｰバ地域の構造･火成活動や本地域の古い時代

の火成活動･古地磁気｡

皿.カリブ地域の地質のおもに層序学的解釈が中心｡

(9)TectonicEvo11並ionoftheAndeanChain

コロンビア･ボリビア･アルゼンチン･中央アンデス

地域の断面図や地物デｰタをもとにした議論｡

(旬AndeanMagmatismanditsTectonicSetting

I･アンデス地域の新旧のaCtiVemarginの構造運動

や火成活動｡

]I･アンデス地域の第四紀火山活動･鉱床生成｡

(i)Dyna㎝icsandEvo1utionofIs1andArcs

I.地物･地化･地質たんでもありでIs1andArcsにお

ける地殻一マントルの構造や状態を論じる｡

n･西太平洋地域のIslandArcsやbackarcの火山活

動や構造運動｡

(3)惑星のテクトニクス･リモｰトセンシング

人気の高かったセッションの一つで,今後ますます関

心を集めると思われる｡残念ながら日本では,地球外の

惑星について当面自前のデｰタがたいが,非公式な研究

グルｰプも発足し,また,最近のボイジャｰのデｰタな

どの新知見もあり次回では注目される｡筆者の一人(加

藤)は,関連のショｰトコｰスにも参加したがなかたか

好評だった｡とくに,(乱)のセッションの終わりには,ア

メリカとソ連の合作による今年出たばかりの金星の地図

が無料で配布され取り合いにたるほどだった｡各セッシ

ョンの中身は,玉石混交というところであった｡

(乱)P1anetaryVo1canismandTectonism

月のクレｰタｰの構造発達史･火星の火山活動やテク

トニクス･金星のリッジベルト･ガニメデのダｰクテレ

ｰンの火山･構造運動について｡

時間を超過してOHPでまとまりたく講演する人がい

て進行がやや乱れたが,デｰタの単なる呈示からややテ

クトニクスや火山活動の解釈に踏み込み始めたというと

ころ｡

������癯�瑩潮潦����灬楣慴楯渭瑯

�故��

I.金星の断層･ドｰム構造･テクトニクスの解釈やシ

ミュレｰション｡

]I･金星の地形･地質･火成活動の考察｡

(c)TectonicInterpretationofEarthfro伽Space

オマｰンのオフィオライト地域･アパラチアのスラス

ト帯･東南アジアの山岳地域･古いpu11-apartbasinだ

とのリモｰトセンシング解析｡

地質ニュｰス424号�
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(4)ネ方テクトニクス

個人的な興味もあり,一般の関心の高いセッションが

多かったと思われるが,筆者が参加した時間はたまたま

たのかキャンセルが多く興をそがれた｡それほど目新し

い発表は少なかった感じである｡

(乱)NeotectonicandHo1oceneDeformation

I.日本･中国･インドの活断層｡

]I.ヨｰ回ツバ･アメリカ地域を中心とした活断層･第

四紀構造発達史｡

皿.サゾ･アンドレアス断層･ニュｰジｰランド･イラ

ンの活断層やネバダの地震断層｡

(も)EarthquakeSeismo1ogy:EarthquakeProcess

慮��摩捴楯�

I.インドの地震｡

■.まとまりのたいセッションで,前兆現象やintra-

p1ate地震の観測や解釈が主であった｡地震の前兆現象

としての微小地震･地震光･サイスミックギャップ･歪

みたどのデｰタの呈示と議論がたされた｡

皿.]Iと同様に地震の前兆現象としての電気的現象･

微小地震･地震光･サイスミックギャップ･垂直歪みだ

と｡

IV.インドシナ･パミｰルの地震活動や震源決定･地震

波解析｡

(5)造山･造構･変形運動

(乱)TectonicSty1esofThrustBe1ts

ポスタｰ･セッションで,ヒマラヤ･アメリカ･イタ

リア･メキシコ･オｰストラリア各地の造山帯･スラス

ト帯･堆積盆だとの断面図が示されていた｡

��癯�瑩潮潦�畳�������

エラト湾(紅海)のpu11-apartbasin説や世界各地の

リフトの形成に関する議論･モデルの呈示｡

���敲瑩潮��散瑯��慮�潭灯���渭

瑩��匀

I.エ[.convergentp1atesにおける古い時代の付加過

程をヴァリスカソ･カレドニア･テｰチスなどの地域で

論じた｡

皿.中国地域のテクトニクス

(d一)ProcessesofShearZoneDeve1opment

I.各種勇断帯の小構造解析やキネマテイクスやマイロ

ナイトの解析｡

■･南アのリンポポ帯･インド中央アラバリ山脈におけ

る勇断変形･ブラジルのメガフオｰルトや中国の構造境

界だと｡

1989年12月号

��散瑯������桲畳�敬瑳

ポスタｰセッションで,ヒマラヤのダクタイノレスラス

トをはじめ世界各地のスラスト帯の断面図を示して構造

やテクトニクスについて呈示｡

��牡瑯�慮�由����

紅海北大西洋縁辺･大陸内部の構造や発達史･北アパ

ラチアの古い岩脈･pu11-apartbasinの形成機構,マン

トルゼノリスなどのテｰマ｡

��潮�牡楮瑳潮�敍潴楯�潦������

慮����摔敲牡��

I｡北･中米･グリｰンランド･インド洋･ゴンドワナ

･テｰチス･大西洋各地のフレｰト運動史やそのコンピ

ュｰタｰ･アニメｰション｡

]I.北太平洋･南西太平洋･西太平洋地域の中･古生代

から現在にかけての各時代のプレｰト運動｡

�崩�楴琱���渭�楴琱�����景�慴楯�

I.岩石の実験,下部地殻の性質や小構造解析

】I.世界各地の構造運動の時代論や総括的分類,トラン

スフォｰム断層に伴う地殻の回転｡

皿.intracontinenta1の構造運動,ナッペの分類･生成

や且｡wfau1t,プレｰト縁辺部の形態｡

��散瑯湯��楣�����湂�瑳

I.イタリア･中央アンデス･オｰストリアなどの造山

帯の構造･断層活動･ジオダイナミックス｡

瓦.バリスカン･アノレプス･テｰチス･中国北部地域の

大構造論やリンスフィアの大陸･海洋の総括的議論｡

��散瑯��敧業�慮������畴楯��

��偲潴敲潺��

I･主にアフリカ地域の構造･岩石･年代測定･変成作

用だと｡

■.主にインド地域の大陸･プレｰト移動や造構史｡

皿.passivemarginの総括や南米の地質構造発達史や

編年｡

(幻0rogenicTheory

リンスフィア･アセノスフィアたどまで考慮した大構'

造論｡

���来�捂�瑳

イラン地域のヒマラヤ･シシリｰ･中国･パキスタン

･チベット高原などの造山帯のテクトニクス｡

⑩SeismicReaectionStudiesoftheContinenta1

Crus†

ICL(Inter刀nionCommisionontheLithosphere)が

スポンサｰとたっているポスタｰセッションで,ヨｰロ

ッパ･北米･オｰストラリア･中国各地で実施された地

震反射法による大陸地殻構造の成果が展示された｡モホ

面を切る断層やマントル及び地殻深部内の水平な不連続�
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加藤･木村

断面が見事に地震反射面として現れており興味深かっ

た｡

����瑩潮��散瑯��慮�潭灯����楮��

I.では,W.B.Hami1t㎝,D.G.Howe11やJ.W.H.

Mongerなど著名た研究者によるプレｰト造山論が論じ

られ,特に,Howe11はコルディレラ東縁にスラスト帯

が発達する要因として大西洋プレｰトのリッジプッシュ

を評価していたことが注目された｡

������獣����慮�捴偲�牡�

ICLがスポンサｰとたっているポスタｰセッション

で,ヨｰロッバや北米において地震反射法で得られた大

陸地殻の深部断面に基づき,造山帯の地殻構造を描き,

深部のデコルマ,デュｰフレックス構造などの存在とそ

の役割たどを強くアッピｰルしていた｡

���������慰

ICLがスポンサｰとたっているセッツヨソで,世界全

体の現在におけるStressMapをつくることを目的と

したプロジェクトである｡会場は50人鋭模と小さかった

が,参加者は多く,活気があった｡沈み込み帯や大陸コ

リｰジョン帯でのストレス場を説明するモデルから,世

界各地域でのストレス場,そしてコンビｰナｰによる全

体の総括が適切に行われよく練られたセッションであっ

た｡

(窃)堆積一造構運動

(乱)SedimentaryRecordsofTectonicE∀ents

I.おもに大陸内部の各地の堆積物の解析と造構運動と

の対比｡

■.エジプト･フランス･トルコ･ナイジェリア･メキ

シコ･インド地中海地域のリフティングや沈降･衝突運

動などと堆積相との関係や相境界の議論｡

����楣��来���業��特���

反射法による深部構造の形態とそれにもとづく堆積盆

形成過程の議論｡

��散瑯��楣����楮杯��業��特���

ther㎜a1subsidenceやpu11･apartやsagbasin･地

溝のモデルの呈示

����潮�っ�湂慳楮�

I.西太平洋･マリアナ･アンダマン海など現世の

backarcbasin,地質時代の縁海だとの発達史｡

I[.南大西洋･べ一リング海･メキシコ湾などの地質｡

(θ)Structure,SedimentationandEvo1utionofthe

�捴楣�����橡捥��牧楮�

地震波･地磁気･重力･地質デｰタたどからArctic

Basinのテクトニクスや構造発達史を論じたセッショ

ン｡

yワシントン大会参加報告

個栄吉(環境地質部)

�歩捨楔���

はじめに

1989年7月9日から19目にかけて催された第28回IGC

に参加する機会を得た｡ここでは活断層,構造地質関係

のセッションを中心に,私の見た第28回IGCの率直次

感想を思い付くまま述べてみたい｡

ワシントン孤.C.到着

1989年6月末から始まったIGCP206(世界の活断層の特

徴と比較)の10目問にわたる巡検･シンポジウムをSa1t

LakeCityにて終了,シカゴを経由し,UA606便にて

7月9日午前9時30分,ワッソトソD.C.のナショナル

空港に着いた｡さっそく地下鉄に乗り･同行の地震地質

課の粟田泰夫氏とともにジョｰジワシントン大学のトミ

写真1ワシントンD.C.のナショナル空港に着陸直前に数多

くのモニュメントやスミソニアンの博物館群カミ集まる

theMa11を望む｡手前はリンカｰンメモリアル,右

上の白い塔はワシントンモニュメント｡

地質ニュｰスｰ424号�


